
　子どもたちの間に欠食や孤食、偏食などが増え
てきていると言われており、食の乱れが懸念され
ています。こうした背景には、社会を取り巻く様々
な状況の変化があると考えられますが、家庭が持っ
ていた、食文化を継承し、子どもたちの健康を守
る機能が弱まってきていることは確かで、家庭、
学校、地域の連携が不可欠になっています。
　特に、食育における学校給食の役割には期待が
かかります。学校給食の充実は、取り組みやすく、
低コストで効果を挙げられる食育の提案の一つと
言えます。ただ、現状の給食には、栄養素の摂取
に比重が置かれるあまり、おかしな組合せの献立
があったり、パン食が多かったりするなどの課題
もあると感じています。伝統的な食文化を改めて
見直して、献立はご飯を中心と
した和食にし、地産地消を推進
することが大切で、食育のより
大きな力となるでしょう。
NPO法人　
お産子育て向上委員会

小林哲朗　

食育は学校給食の充実からお　し　ら　せ

市民法律相談（弁護士による相談）
　８月１４日（土）午後１時～４時

　毎月第２土曜日午後 1時～ 4時　
　市民ネットワークちば５F事務所
　申込み TEL:043-201-2551
　　　　 FAX:043-223-7701 

◆親子三代夏祭り
　千葉踊りを一緒に踊りましょう！
　８月２２日（日）午後６時半集合

　市民ネットワークちば中央事務所

◆歌おう語ろう憲法！２０１０
　８月８日（日）１１時半～１９時半

　中央公園　（紙芝居・バンド演奏他）
　フェスティバル 2010 実行委員会

◆平和の鐘つきと紙芝居
　８月１５日（日）１２時～ 光明寺にて

　終了後、中央ネット事務所にて、おしゃ
　べりと紙芝居。（軽食つき 300 円）
　ちば・戦争体験を伝える会

◆谷津田で稲刈り
　９月１８日（土）

　ちば環境情報センター
　TEL/FAX:043-223-7807

市政について一緒に考えませんか！　通信配布ボランティア募集中

・子ども手当てについて
　（賛成、反対、どちらでもない）
・使い方は　
　（子どもの事にすぐ使う、
　  子どもの事以外に使う、貯金）
対象者でない方でもご意見を
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　千葉市の不登校の児童生徒（年間 30 日以上欠席）は、H.20 年度
791 人（全国の小中学校では 12 万 7千人）です。教育センターの相談
やグループ活動、ライトポート ( 適応指導教室・市内に４ヶ所 )、緑
町中学校教育相談指導教室への通級など、様々な支援がおこなわ
れています。市は、｢学校生活への復帰｣を支援の目的としていますが、
利用した 200人（21年度）のうち学校復帰は 8人、改善傾向は75人で、
いまだたくさんの子どもたちが苦しんでいる状況です。
　川崎市では「学校に行けないで苦しんでいる子どもを学校教育の
縛りから開放し、いたるところが学びの場だ」として、学校外に公設
民営のフリースペースを作ったり、栃木県高根沢町でも、学校復帰を
前提としない不登校対策に取り組んでいるそうです。
　「不登校＝学校に適応できない」との考え方は子どもを傷つけます。
あるがままの自分を信頼できる大人に認めてもらうことが大切です。
安心して心を休ませ、自分らしさを取り戻して初めて子どもは学校へ
行く気持ちが湧いてくるのではないでしょうか。
　不登校経験者の力も生かしながら、市として子どもの居場所作りに
本気で取り組むよう、議会で求めました。

　「子どもたち一人ひとりが大事にされなければならない」このあたり
まえのことを実現するため川崎市子どもの権利に関する条例がつくら
れ、それを実現する場として 2003 年夢パークができました。
　木登り・火おこし・どろんこ遊びなどができる冒険遊び場や、スポー
ツエリアやスタジオ、乳幼児や障がいをもった人と保護者のための部
屋もあります。
　また不登校児童生徒の居場所『フリースペースえん』もあり、20 年
近くこどもたちの居場所づくりを行ってきた NPO
法人が市と協働で運営しています。ここでは学校
外で多様に育ち学ぶことを保障し、楽器を弾いた
り、本を読んだり，畑で野菜を作ったり、みんな
で昼ご飯を作ったり、子どもたちは思い思いに過
ごしていました。だれもが「生きている、ただそ
れだけで祝福される」そんな場をつくっていきた
いという代表の西野博之さんにお話を伺いました。

川崎市子ども夢パーク見学記

不登校支援は安心できる居場所づくりから

あるがままの自分を認めて・・・生きている、ただそれだけで祝福される場を

すべての子どもたちが幸せに育つ社会づくりを
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